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全国大会に招待される木田小学校全児童８人の合唱（旭温泉まつり）

はまだ
市議会だより

  

ブータン王国との交流再開へ ５P

市政に届けて！私たちの声を（議会報告会） ７P

議員定数等に関するアンケート調査 ８P

市政を問う（15名が個人一般質問で論戦） 11P

6月定例会　め だ ま 記 事
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今
定
例
会
は
、
開
会
日
の

冒
頭
に
、
浜
田
市
議
会
基
本

条
例
の
な
か
に
あ
る
政
策
討

論
会
を
、
協
議
ま
た
は
調
整

を
行
う
た
め
の
場
と
し
て
位

置
づ
け
る
た
め
「
浜
田
市
議

会
会
議
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
」
を
議
会
運
営
委

員
会
か
ら
提
出
し
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
提
出
議
案
の

承
認
議
案
２
件
、
条
例
の
一

部
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
の

議
案
６
件
、
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
の
同
意
議
案

２
件
、
そ
し
て
、『「
緊
急
事

態
基
本
法
」
の
早
期
制
定
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
』
の

請
願
１
件
が
各
所
管
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

産
業
建
設
委
員
会
に
は
、

議
案
４
件
が
付
託
さ
れ
、
厳

正
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、「
浜
田
市
雇
用

促
進
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」に
つ
い
て
は
、

本
会
議
の
議
案
質
疑
の
な
か

で
も
、
議
員
か
ら
厳
し
い
質

問
が
あ
り
、
そ
の
経
過
も
踏

ま
え
、
執
行
部
に
対
し
詳
細

な
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

　

説
明
後
、
委
員
か
ら
は
、

独
立
行
政
法
人
雇
用
・
能
力

開
発
機
構
か
ら
、
浜
田
市
に

所
有
権
が
移
っ
て
も
、
家
賃

決
定
に
つ
い
て
は
機
構
の
家

賃
決
定
方
法
を
受
け
継
い
だ

方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
入
居
者

の
方
々
が
家
賃
体
系
Ⅱ
に
該

当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
家
賃

体
系
Ⅰ
は
廃
止
し
て
、
家

賃
体
系
Ⅱ
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
さ

ら
に
入
居
に
際
し
て
は
、

入
居
条
件
を
了
解
さ
れ
た

上
で
契
約
が
な
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
結
果
と
し

て
不
公
平
感
が
残
る
。
現

実
に
即
し
て
問
題
解
決
を

図
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
内
容
の
質
疑
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

担
当
部
長
か
ら
は
、
10

年
間
家
賃
体
系
は
維
持
し

は
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
市
道

路
線
の
廃
止
・

認
定
」な
ど
の

３
議
案
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま

し
た
。

て
い
く
こ
と
で
施
設
の
売
買

を
受
け
た
。ま
た
、家
賃
体
系

Ⅱ
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
市
の

基
準
を
持
つ
べ
き
か
ど
う
か

の
検
討
も
行
っ
た
が
、
現
在

の
経
済
状
況
か
ら
し
て
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
新
規
に
仕
事

を
求
め
ら
れ
る
方
と
同
じ
で

い
い
の
で
は
な
い
か
と
判
断

し
、
家
賃
体
系
Ⅰ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

と
の
見
解
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

採
決
に
当
っ
て
は
、
１
名

の
委
員
か
ら
、
不
公
平
感
は

残
る
が
、
過
去
の
流
れ
や
経

緯
も
あ
り
、
非
常
に
難
し
い

採
決
で
あ
る
た
め
棄
権
し
た

い
と
の
申
し
出
を
し
た
後
、

退
室
す
る
と
い
う
異
例
の
事

態
と
な
っ
た
た
め
、
出
席
委

員
の
み
で
挙
手
に
て
採
決
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

出
席
委
員
６
名
が
全
員
賛
成

に
よ
り
、
本
議
案
に
つ
い
て

▼金城町希望ヶ丘団地内にある雇用促進住宅

▼市道（西浜田５号線）を現地視察するようす

６
月
定
例
会
　

あ
ら
ま
し

雇用促進住宅条例の一部改正

－ 産業建設委員会 －

審 査 白 熱

　平成24年６月浜田市議会定例会が６月４日に招集され、６月19日までの16日間の会
期で開かれました。
　提出された議案は、議会提出の議案が１件、市長提出の議案が10件、請願１件で、
審査の様子は２ページから３ページに掲載しています。
　今定例会の個人一般質問には15人が立ちました。その内容については11ページから
15ページに掲載しています。
　また、議案の質疑には２議案に対し３名の議員から質疑がありました。
　なお、今年度より市内10地区で開催された議会報告会の様子については６ページ
に、また皆さまからいただいた意見や要望などは７ページに掲載してあります。
　今回号では「浜田市議会議員の議員定数等に関するアンケート」を実施します。ア
ンケートの項目は８ページに、ご回答いただく「回答はがき」は９ページにあります。
お手数ですが、「アンケート回答はがき」にお答えをご記入いただき、回答はがきを
切り取った後、お近くの郵便ポストにご投函ください。なお、切手は不要です。ご協
力よろしくお願いします。
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ど
も
確
認
を
し
て
判
断
す
べ

き
と
考
え
る
。

　

今
後
、
情
報
収
集
も
し
な

が
ら
研
究
す
る
必
要
が
あ

り
、
継
続
審
査
と
す
べ
き
で

は
と
の
意
見
が
、
ま
た
、
あ

る
委
員
か
ら
は
、
武
力
的
な

も
の
を
災
害
な
ど
と
ひ
と
く

く
り
に
す
る
の
は
問
題
が
あ

る
と
考
え
、
本
請
願
の
趣
旨

に
は
反
対
の
意
向
で
あ
る
旨

の
意
見
が
、
一
方
、
有
事
の

際
、
国
を
守
る
た
め
に
は
、

緊
急
事
態
基
本
法
は
必
要
で

あ
る
と
い
っ
た
意
見
も
出
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
務
文
教
委
員
会
で
は
、

今
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
議

案
は
な
く
、
請
願
第
19
号

「
緊
急
事
態
基
本
法
の
早
期

制
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
」
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
憲
法
改
正

し
な
が
ら
議
論
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
以
前
、
民

主
・
自
民
・
公
明
の
３
党
合

意
さ
れ
て
い
る
が
、
今
日
ま

で
放
置
さ
れ
て
い
る
理
由
が

何
か
分
か
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
こ
の
基
本
法
の
原
案
な

　

福
祉
環
境
委
員
会
は
議
案

１
件
に
つ
い
て
、
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
浜
田
市
福
祉
医
療
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
は
、
平
成
22
年
度
の
税

制
改
正
に
お
い
て
、
子
ど
も

手
当
の
創
設
や
高
校
の
実
質

無
償
化
に
伴
う
扶
養
控
除
等

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
１
点

　

予
算
審
査
委
員
会
は
、
平

成
24
年
度
浜
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
１
件
に
つ
い
て
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
で
は
、
私
立
保
育
所

施
設
整
備
補
助
事
業
に
委
員

か
ら
の
質
疑
が
集
中
し
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
事
業
費
の

内
訳
や
定
員
に
対
す
る
現

状
、
増
築
後
の
面
積
の
変
動

に
つ
い
て
、
ま
た
、
開
設
後

わ
ず
か
１
年
で
増
築
を
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
当
初
計
画

の
甘
さ
に
対
す
る
指
摘
な
ど

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
定
員
45

名
に
対
し
、
現
状
は
55
名
で

面
積
基
準
も
暫
定
的
に
遊
戯

室
な
ど
も
活
用
し
、
何
と
か

対
応
で
き
て
い
る
が
、
年
齢

ご
と
の
部
屋
割
り
に
し
た

い
。
ま
た
、
設
立
時
の
定
員

は
60
名
に
し
た
い
と
い
う
意

向
が
設
置
者
か
ら
あ
っ
た

が
、
未
就
学
の
定
員
検
討
委

員
会
な
ど
の
意
見
や
周
辺
の

園
の
現
況
な
ど
、
様
々
な
現

状
を
鑑
み
45
名
の
定
員
と
し

た
な
ど
の
答
弁
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
浜
田
市
商
業
活
性

化
支
援
事
業
で
は
、
事
業
主

体
の
説
明
や
補
助
率
な
ど
に

つ
い
て
、
さ
ら
に
、
ふ
る
さ

と
教
育
推
進
事
業
で
は
、
実

施
に
至
っ
た
背
景
や
配
分
率

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
、
企
業

参
入
・
連
携
支
援
事
業
で
は
、

事
業
費
の
昨
年
と
の
対
比
や

内
容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

▲弥栄自治区にある斎場を視察するようす

▲浜田市火葬場の施設内を視察するようす

▼市内久代町にある『うみかぜ保育園』

請願
「緊急事態基本法の早期制定」は

賛成多数で継続審査に

－ 総務文教委員会 －

福祉医療費助成条例
一部を改正

－ 福祉環境委員会 －

私立保育所施設整備
補助事業に質疑集中

－ 予算審査委員会 －

　

そ
し
て
、
本
請
願
に
対
す

る
賛
否
を
諮
る
前
に
、
継
続

審
査
と
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

賛
成
多
数
で
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

目
に
は
、
16
歳
未
満
の
扶
養

親
族
（
年
少
扶
養
親
族
）
に

対
す
る
扶
養
控
除
38
万
円
が

廃
止
。
２
点
目
に
は
、
16
歳

以
上
か
ら
19
歳
未
満
の
扶
養

控
除
の
上
乗
せ
部
分
25
万
円

が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
税
制
改
正
に
よ
り
、
福
祉

医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
者

が
従
来
と
同
じ
所
得
で
あ
っ

て
も
、本
年
７
月
１
日
以
降
、

福
祉
医
療
の
対
象
と
な
ら
な

い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
扶

養
控
除
等
の
見
直
し
の
影
響

が
生
じ
な
い
よ
う
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
で
は
、
審

査
当
日
に
所
管
事
務
調
査
と

し
て
、
４
地
区
全
て
の
火
葬

場
を
現
地
視
察
し
ま
し
た
。
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議
案
第
60
号
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
３
月
定
例
会
の
一

般
質
問
で
、
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅
が
独
立
行
政
法

人
か
ら
、
浜
田
市
に
所
有
権
が
移
り
家
賃
体
系
に
不

公
平
が
あ
る
と
指
摘
が
あ
っ
た
た
め
、
条
例
の
不
備

を
明
確
に
し
、
家
賃
体
系
は
そ
の
ま
ま
で
条
例
改
正

を
行
う
も
の
で
あ
る
。
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅
に
住

ん
で
い
る
市
民
の
不
公
平
を
全
く
無
視
し
た
条
例
改

正
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

産
業
建
設
委
員
会
で
の
審
査
で
は
、
先
輩
議
員
か

ら
市
民
目
線
で
丁
寧
な
質
問
が
あ
っ
た
が
、
執
行
部

か
ら
は
浜
田
市
の
体
裁
の
み
を
重
ん
じ
た
大
変
残
念

な
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

例
を
あ
げ
る
と
、
平
成
23
年
３
月
か
ら
入
居
し
た

住
民
と
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
入
居
し
た
住
民
と
で

は
、た
っ
た
数
日
、入
居
し
た
時
期
が
違
う
だ
け
で
、

４
年
間
も
家
賃
体
系
に
差
が
出
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
は
、
平
成
23
年
４

月
以
前
は
、
独
立
行
政
法
人
が
管
理
し
て
い
る
。
確

か
に
、
不
公
平
は
あ
る
も
の
の
契
約
は
そ
の
ま
ま
生

き
て
い
る
．
弁
護
士
に
も
相
談
し
て
決
め
た
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
不
公
平
に
該
当
す
る
の
は
、
平
成
21
年

４
月
か
ら
の
入
居
し
た
住
民
で
も
37
世
帯
に
の
ぼ

り
、
仮
に
４
人
家
族
だ
と
し
て
も
約
１
５
０
人
の
市

民
に
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
住
民
を
無
視
し
た
条
例
改
正
で
は
な

く
、
浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅
は
２
年
更
新
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
該
当
す
る
世
帯
に
対
し
て
次
の
更
新
時
に

は
家
賃
体
系
を
上
げ
ず
に
、
据
え
置
く
な
ど
の
住
民

に
優
し
い
処
置
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
こ
の
議
案
に
対
し
て
、
反
対

を
表
明
す
る
。

議
案
第
60
号

　

浜
田
市
雇
用
促
進
住
宅
条
例
の

　

一
部
改
正
に
対
し

　

１
名
の
議
員
が
討
論

反
対
討
論

笹
田　

卓　
議
員

▲雇用促進住宅の公園で遊ぶ子どもたち

▲小福井団地内にある雇用促進住宅（熱田町）

区分 請願・陳情の内容 提　出　者
審査した委員会

および結果・経過等

請願
「緊急事態基本法」の早期制定を求める
意見書の提出

アジアと日本の平和と安全を守る
島根県フォーラム

会長　細田　重雄　様

（総務文教委員会）
閉会中の継続審査

区分 議　案　名　等 採決結果 採決状況

請願
議案第60号
浜田市雇用促進住宅条例の一部を改正する条例

原案可決
賛成多数

（挙手採決）

請願・陳情の審査経過および結果　―平成24年６月定例会審査分―

６月定例会　賛成と反対のあった議案など
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テ
ン
ジ
ン
さ
ん
は
、
研
修

期
間
中
に
重
度
の
心
臓
病
と

診
断
さ
れ
、
松
江
赤
十
字
病

院
で
心
臓
に
人
口
弁
を
取
付

け
る
手
術
を
受
け
ら
れ
、
無

事
成
功
し
ま
し
た
。

　

手
術
前
に
は
、
交
流
会
な

ど
で
仲
良
し
に
な
っ
た
旧
三

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
秘
境
ブ
ー
タ

ン
王
国
と
浜
田
市
と
で
今
年

度
、
友
好
交
流
協
定
が
結
ば

れ
る
予
定
で
す
。

　

浜
田
市
と
ブ
ー
タ
ン
王
国

の
つ
な
が
り
は
、
昭
和
61

年
、
旧
三
隅
町
に
、
石
州
和

紙
の
技
術
研
修
に
ノ
ル
ブ
・

テ
ン
ジ
ン
さ
ん
が
来
ら
れ
た

こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

―認可保育所「社会福祉法人の助成に関する
条例」に基づく助成を行う！―

○大規模修繕事業　雨漏り改修や設備修繕など
　みなと保育園、みのり保育園、岡見保育所
○増築工事　保育園児の入園状況の変化
　に伴い、うみかぜ保育園トイレや保育室
　の増築
○事業費　6,718万７千円
　　　　　（うち浜田市負担分119万７千円）

決定！　私立保育園を支援！

―中心市街地の交通安全対策整備工事へ―
○浜田337号線歩道整備　中芝橋～相生町130ｍ
　安全のために減速を促すジグザグ歩道の整備に
○新町相生線　栄町ロータリ～京町９号口250ｍ
　広小路～栄町ロータリーの通行改善
○事業費　9,450万円
　　　　　（うち浜田市負担分210万円）

あんしん歩行エリアへ改善！

新規事業
―法面に広範囲にわたる亀裂！

崩壊危険個所の災害防除工事―
○平成24年度　測量設計、法面工事
○事業費　8,000万円
　　　　　（うち浜田市負担分400万円）

緊急！石田線災害防除事業（三隅町）
―事業費用の一部を

県と市が補助し商業活性を図る―
○空店舗対策事業　中心商店街の空店舗活用策
　居場所を作り人の流れを増加させ交流を図る
○商業活性化提案事業　街コンを開催し消費拡大
　店舗と主催者が飲食店の販促と出会の場を創出
○事業費　299万７千円
　　　　　（うち浜田市負担分131万4千円）

目指せ！　“地域商業の活性化”

平成24年６月定例会で

可決された主な事業

保
小
学
校
の
児
童
た
ち
が
病

院
を
訪
れ
、
千
羽
ヅ
ル
や
募

金
、
和
紙
に
書
い
た
激
励
の

手
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
こ

と
が
当
時
の
話
題
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
以
降
、
ブ
ー
タ
ン
か

ら
は
延
べ
17
人
が
石
州
和
紙

や
木
工
な
ど
の
研
修
で
旧
三

隅
町
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
に
は
、
ブ
ー
タ

ン
か
ら
経
済
産
業
貿
易
大
臣

が
来
町
さ
れ
、
友
好
交
流
協

定
書
に
調
印
。
ま
た
、
平
成

７
年
に
は
、
当
時
の
清
谷
三

隅
町
長
が
ブ
ー
タ
ン
を
訪
問

し
、
文
化
交
流
協
定
書
に
調

印
し
、
相
互
の
交
流
を
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
、
市
町
村
合
併
後
は
交
流

が
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
の

ワ
ン
チ
ュ
ク
国
王
夫
妻
が
来

日
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼

び
ま
し
た
。
そ
の
来
日
を
契

機
に
し
て
日
本
国
内
で
も

ブ
ー
タ
ン
の
国
民
総
幸
福
量

(

Ｇ
Ｎ
Ｈ)

と
い
う
考
え
方
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
な

か
、
石
州
和
紙
協
同
組
合
を

は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

努
力
に
よ
り
ブ
ー
タ
ン
王
国

と
の
交
流
が
再
開
さ
れ
る
見

通
し
と
な
っ
た
こ
と
は
、
浜

田
市
に
と
っ
て
も
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。

ブ
ー
タ
ン
王
国
と
の

交
流
再
開
へ

▲テンジンさん（右端）と

▲経済大臣（中央）と

▲製紙工房（テンジンさん・左側）
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市内10地区で議会報告会を開催
議会として初めて市民の生の声を聴く

　浜田市議会は、５月14日から18日までの５日間、１日２か所、計10か所を４班に分か

れて出向き議会報告会を開催し、全体で241名の参加がありました。市民の皆様には主に

３月市議会定例会の議案審査の状況と議員定数についての検討状況を報告しました。そして

たくさんのご意見をいただきました。以下、当日配布回答をいただいたアンケートの結果、

いただいた意見・要望の一部を紹介します。

浜田 金城 旭 弥栄 三隅 合計長浜 周布 浜田 国府 石見 美川
・議会傍聴 0 1 3 0 0 1 0 2 1 0 8
・議会だより 2 7 13 1 26 7 7 19 18 37 137
・ケーブルテレビ 1 4 6 2 17 2 4 9 10 32 87
・ホームページ 0 2 3 0 7 2 2 3 0 8 27
・その他 1 0 3 3 9 3 2 2 8 6 37

合　計 4 14 28 6 59 15 15 35 37 83 296

浜田 金城 旭 弥栄 三隅 合計長浜 周布 浜田 国府 石見 美川
・市議会だより 2 4 9 1 17 3 3 9 14 12 74
・ホームページ 0 0 4 1 6 0 0 3 3 5 22
・ケーブルテレビ 0 2 4 0 6 0 0 2 2 19 35
・市議会議員からの案内 0 5 7 0 22 4 2 3 9 22 74
・その他 0 0 2 3 7 2 3 16 6 11 50

合　計 2 11 26 5 58 9 8 33 34 69 255

浜田
金城 旭 弥栄 三隅 合計

長浜 周布 浜田 国府 石見 美川
分かりやすかった 1 4 10 4 17 5 4 22 13 29 109 
どちらとも言えない 0 2 6 1 19 3 5 4 8 19 67 
分かりにくかった 0 1 1 0 1 0 1 1 2 0 7 

合計 1 7 17 5 37 8 10 27 23 48 183 

浜田
金城 旭 弥栄 三隅 合計

長浜 周布 浜田 国府 石見 美川
長かった 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 3 
ちょうどよかった 1 4 14 5 35 7 7 23 9 45 150 
短かった 0 3 3 0 1 1 2 4 15 2 31 

合計 1 8 17 5 37 8 9 28 24 47 184 

浜田
金城 旭 弥栄 三隅 合計

長浜 周布 浜田 国府 石見 美川
評価する 1 7 10 2 21 6 4 21 13 32 117 
どちらとも言えない 0 1 5 2 16 2 6 6 10 14 62 
評価しない 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 

合計 1 8 15 4 38 8 10 27 23 46 180 

■市議会の情報をどんな手段で得ていますか

■議会報告会への参加のきっかけ

■報告会の内容について

■時間について

■評価について
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浜
田
市
議
会
が
、
初
め
て

開
催
実
施
し
た
議
会
報
告
会

の
な
か
で
、
参
加
さ
れ
た
市

民
の
皆
様
か
ら
、
貴
重
な
生

の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
報
告
会
で
い

た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望

な
ど
の
総
数
は
、
83
件
で
し

た
。
な
か
で
も
非
常
に
多

か
っ
た
ご
意
見
は
、「
議
員

定
数
」
と
「
自
治
区
制
度
」、

さ
ら
に
は
「
議
会
だ
よ
り
」

に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
貴
重
な
声
の
一
部

を
各
会
場
別
に
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
次
回
号
で
は
、
い

た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望

な
ど
に
対
す
る
浜
田
市
と
議

会
の
基
本
的
な
考
え
方
を
掲

載
す
る
予
定
で
す
。

市政に届けて！
　　　私たちの声を

▲三隅公民館で開催された
　議会報告会のようす

○三隅公民館
・自治区制度が、合併後10年には廃止されるのではないかと心配だ。議員定数28名を守るべきであり、各自治区からの議員
がいなくなるのは問題だ。

・エネルギー問題を考えた時、三隅火電２号機建設推進すべきではないか。チャンスとして捉まえるべきだ。
○石見公民館
・かなぎウェスタンライディングパークは赤字続きのなかで、浜田市直営となっているが、早急に結論を出すべきではない
か。跡地の事で議論しているようだが、ダメなものはダメ。

・まちづくり推進事業の区域のあり方を再検討お願いしたい。浜田自治区における自治振興推進する部署（担当者を配置）
振興係を新設すべきだ。議会としても働きかけをすべきだ。旧那賀郡は各自治区に自治振興課が設置されているではない
か。なぜ、浜田自治区にはないのか。

○周布公民館
・まちづくり総合交付金について、うまく行っていない、申請していないところがあるなど、有効に使われていない。住民
もよく分かっていない。バラマキではないか。行政としての答えを出してほしい。

・議会報告会はいいことではあるが、参加者が少ない、議会への関心が少ない、議会だよりを読まない人がいる、読むよう
にする必要がある。

○国府公民館
・火葬場の統廃合計画の検討について各火葬場の老朽化の状況など説明をお願いしたい。１炉当たり人口１万５千人の基準
で、人口６万人では４炉となるが、４か所の火葬場があり距離感のこともあるが、経費のムダである。他市の火葬場に行
くと立派になり内容もよくなっていることを十分配慮し、検討に最善を尽くしてほしい。

・報告会の説明も分かりやすく資料も良い、参加者が少なくもったいない、周知方法、開催のやり方、課題などを検討する
必要がある。説明会はありがたいことで必要なことで、１回で終わらず続けてほしい。公民館との共催や後援、他の事業
との合わせ技、託児所を準備して若いお母さんの出席を促す、地域ごと年代別などターゲットを絞ってやってはどうか。

○旭公民館
・支所では、人員削減が行われているが、支所の人事においては、本庁でしっかり教育された職員を配置して頂きたい。（地
元の事情が理解できていない。また相談に対して本庁にきいてからなど対応が遅い)

・がれきの受入れについて市長が報道に述べているが、議会の受入れの考え方について聞く。
○長浜公民館
・議会だよりを見ていない人が多いと感じている。市民の人に見て頂けるよう習慣化されるよう工夫してほしい。
・議員定数については、削減ありきでなく市民の意見が反映されるような適正な数に議員定数を求める。また、議員報酬に
ついても他市に比較して低いと感じている考慮されたい。

○金城公民館
・かなぎウェスタンライディングパークの存続・廃止論があるが、まちづくりをする上で必要である。存続させてほしい。
・人口減少が進み心配だ。地域振興をどうやっていくか我々も考える。議会の人も考えを出してほしい。
○弥栄公民館
・一般質問が形骸化している。政策提言をすべきだ。
・議員定数の数も大事だが、議員の報酬も一緒に論議して数を考えるべきで、日当制も考えてはどうか。
○美川公民館
・議会報告会を開催されたことは、良かった。議会だよりの内容に改善を望む。
・学校給食センターの統合がなされるはずであったが、なぜ行われないのか？
○浜田公民館
・議員活動に集中するためには、報酬が低すぎはしないか。
・中央図書館周辺の整備はどうなるのか。警察署の動向は。
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浜田市議会議員の議員定数等に関するアンケート
　浜田市議会では、平成25年度の改選時の議員定数について協議しています。
　今後、市民の皆様のご意見やご要望を参考にして、さらに検討していきたいと考えていますので、下記の
アンケートにご協力いただきますようお願いします。
＊次ページのはがきに記載して切り取り後、８月3１日までに郵便ポストに投函してください。
　（切手は不要です）

A　男性　　　　　B　女性
C　20歳未満　　　D　20代　　　　　E　30代　　　　F　40代
G　50代　　　　　H　60代　　　　　I　70代　　　　J　80歳以上
Ｋ　浜田自治区　　Ｌ　金城自治区　　Ｍ　旭自治区　　Ｎ　弥栄自治区　　Ｏ　三隅自治区

A　市の財政状況から　　　B　市の人口規模から　　　C　市の面積規模から
D　他市との比較から　　　E　議員や議会の活動が見えないから
F　もっと市民の意見を反映してほしいから　　　　　　G　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

はがきに記載をお願いします

A　大いに関心がある　　　B　関心がある　　　　　C　少し関心がある
D　あまり関心がない　　　E　全く関心がない

A　大いに評価する　　　　B　ある程度評価する　　C　あまり評価しない
D　まったく評価しない　　E　わからない

A　多い（　　　人が適当だと思う）　　B　少ない（　　　人が適当だと思う）
C　ちょうど良い　　　　　　　　　　　D　わからない

A　知らなかった　　B　興味がなかった　　C　都合がつかなかった　　D　その他（　　　　　　　　）

A　思う　　　　　　B　少し思う　　　　　C　思わない

A　参加した　　　　B　参加していない

質問．１　あなたの性別・年齢・お住まいについて教えてください。

質問．８　質問７の理由をお聞かせください。

質問．９　どんな議会・議員を望まれますか。

＊あてはまるもの全てを記載してください

質問．２　市議会に関心がありますか。

質問．３　浜田市議会の活動をどのように思われますか。

質問．７　現在の議員定数28人について、どのように思われますか。

質問．６　質問５でBを選んだ方は、その理由をお聞かせください。

質問．４　あなたの意見や市民の声が市議会に反映されていると思われますか。

質問．５　各地区で５月に開催した議会報告会に参加されましたか。
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特別委員会の動き

別
枝
学
部
長
を
お
招
き
し
、

意
見
交
換
会
を
実
施
、
見
識

を
高
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
は
５
月
に
開
催
し
た
「
議

会
報
告
会
」
で
出
さ
れ
た
定

数
に
関
す
る
意
見
や
今
回
号

の
議
会
だ
よ
り
で
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
、
集
約
し
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。
あ
く
ま
で
も
議
会
の
役

割
を
市
民
に
理
解
し
て
い
た

だ
い
た
う
え
で
、
自
治
区
制

度
と
い
う
特
性
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
市
民
目
線
に
立

ち
12
月
議
会
で
の
議
員
定
数

条
例
改
正
を
目
指
す
と
い
う

点
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
改
革
に
つ
い
て
は
、

テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
政
策

討
論
会
に
つ
い
て
は
、
６
月

議
会
に
お
い
て
運
用
規
定
を

決
定
し
ま
し
た
の
で
、
今
後

実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
目
線
で
議
会

改
革
に
取
組
む
決
意
で
す
。

(

特
別
委
員
長　

川
神
裕
司)

議
員
定
数
の
議
論
は

　
　
　
　
多
面
的
な
視
点
で

　

特
別
委
員
会
で
は
、「
全

市
一
区
で
選
挙
を
行
う
」
こ

と
と
、
総
務
省
が
法
定
定
数

を
撤
廃
し
定
数
の
上
限
が
な

く
な
っ
た
状
況
の
な
か
で

「
上
限
は
28
名
と
し
て
、
そ

れ
以
下
で
検
討
す
る
」
と
い

う
２
点
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
10
回
の
委
員

会
と
１
回
の
視
察
（
大
分
県

大
分
市
・
臼
杵
市
）
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
間
、
地
方
自

治
専
門
家
と
し
て
県
立
大
学▲県立大学の別枝学部長と議員との意見交換のようす

６
月
定
例
会
で
中
間
報
告

︱
議
員
定
数
等
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
︱

＊
左
の
回
答
は
が
き
を
切
り
取
っ
て
、
お
近
く
の
郵
便
ポ
ス
ト
に
８
月
3１
日
ま
で
に
、

　

ご
投
函
く
だ
さ
い
。（
切
手
は
不
要
で
す
）

　

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学生が議会・議員に

求めるものとは！

―島根県立大学教授と
議員が意見交換―

　４月27日に県立大学の別枝学部長
から、議員定数に関する提起を受
け、意見交換を行いました。
　提起の内容は、学生たちが議員一
人ひとりへ聞き取り調査を行った結
果やゼミでの議論を踏まえたもので
した。
　学生が「市長と議会の関係が車の
両輪ではなく、議会が補助輪になっ
ているのでは…。議会がもっと発言
力を強め、首長（市長）の動きを規
制しても良いのでは…」との意見な
どが紹介され、「議員定数の議論は
最終的に、どういう地域を抱え、そ
の地域の意見をどれくらい議員が汲
み上げられるのか、それを代表して
語る熱意が重要ではないか…」と強
調されました。
　議会としては、このような提起も
真摯に受け止め、参考にしながら、
さらに定数議論を深めていきます。

アンケート回答はがき
に該当する記号（英数字）を記載してください。

質問１．

質問２． 質問３．

質問７．

質問８．

質問９．

D　その他の場合
（　   　　　　　　　　　　　　 ）

（　　　）人が適当だと思う

G その他の場合

（　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

性別 年齢 お住まい

質問４． 質問５．

質問６．
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知ってナッ得！ 請願と陳情のちがいは何ですか？
　市の行政に関する意見や要望があるときは、だれでも請願書、陳情書を市議会に提出することができま
す。請願は，地方自治法及び会議規則に取扱いが定められていますが、陳情は法律的な権利として行われ
るものではありません。
　請願には紹介議員が必要ですが、陳情には紹介議員の必要はありません。この点が、最も大きな違いで
す。浜田市議会の場合、請願（請願書）を提出する際は1 名以上の紹介議員が必要です。なお、陳情（陳
情書）は紹介議員が必要ないからといって、採択されにくいということは全くありません。
　提出された請願書や陳情書は、議長が受理します。その後、請願書は定例会会期中の本会議のなかで、
陳情書は定例会開会日（初日）に開催される全員協議会のなかで、それぞれ関係する常任委員会に付託し
ます。そして、付託された常任委員会で公正・公平に審査します。
　浜田市議会の場合、請願（請願書）は、最終的に本会議で採決し、議会としての結論を出します。
　また、陳情（陳情書）は、付託された委員会で採決し、最終的に委員会としての結論を出すにとどめ、
定例会閉会日（最終日）に開催される全員協議会のなかで結論を報告し、本会議で採決することはありま
せん。浜田市議会の場合、この点も、請願（請願書）と陳情（陳情書）の取扱い方に違いがあるというこ
とになります。

平成23年度
他議会からの行政視察受け入れ状況

　浜田市議会では、各種事務事業について、議会関係者
の皆さまからの行政視察の受け入れを行っています。
　昨年度は、下記の一覧表にあるように、全国から10　
団体の議会の方が、当市議会を通じて訪れ、浜田市が
現在行っている各種事業の内容などについて視察され
ました。

月日 視察訪問市 人数 調査事項

５/19 鹿 児 島 県
志布志市議会 13 ・議会運営

・政務調査費

５/25 鹿 児 島 県
鹿児島市議会 ３ ・自然体験型観光

・浜田駅北地区整備事業

８/８ 山 形 県 議 会 １
・浜田の水産ブランド
　「どんちっち」の取組概要
・㈱島水の販売状況等を現地視察

８/９ 新 潟 県
佐 渡 市 議 会 ７ ・水産物ブランド化事業

９/28 福岡県筑紫郡
那珂川町議会 ７

・浜田市議会ホームページの
　取組経過など
・浜田市議会だよりの編集など

11/９ 徳 島 県
鳴 門 市 議 会 ８ ・「幼保小中連携

ステップアップ事業」

11/11 広島県安芸郡
坂 町 議 会 13 ・議会ホームページの作成

　及び掲載内容

11/16 大 分 県
杵 築 市 議 会 ８ ・浜田の水産ブランド

　「どんちっち」の取組

11/17 千 葉 県
東 金 市 議 会 ５

・弥栄自治区の特区事業
・中心市街地活性化の取組
・はまだ産業振興機構による
　産業振興政策

３/22 福 岡 県
太宰府市議会 ３ ・新市まちづくり計画

　～地域協議会～
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▲町内体育祭での応援席

▲都川の里『縁側喫茶』

▲今年3月28日、旭町木田での現地測量の様子

道
下　

文
男　
議
員

田
畑　

敬
二　
議
員

西
村　
　

健　
議
員

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
で
の
地
域
活
性
化

自
治
区
制
度
は
27
年
度
で
終
わ
り
か

低
空
飛
行 

― 

高
度
算
出
で

　
　
　
　
　
　

さ
き
が
け
の
取
組
を

質
問

４
年
後
に
は
先
細
り

す
る
こ
と
が
確
実
な
財
政
見

通
し
の
中
で
、
１
億
円
近
い

財
源
「
ま
ち
づ
く
り
総
合
交

付
金
」
を
投
入
し
て
の
地
域

自
治
の
再
生
化
策
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
未
だ
に
市
民

に
は
全
く
理
解
さ
れ
て
お
ら

ず
、
か
え
っ
て
バ
ラ
マ
キ
な

ど
と
の
批
判
も
噴
出
し
て
い

る
。
市
の
今
後
の
考
え
は
。

答
弁

現
状
で
、
浜
田
自
治

区
に
お
い
て
事
業
の
推
進
が

滞
っ
て
い
る
。
指
摘
ど
お
り
、

地
域
活
性
へ
創
意
工
夫
し
て

市
民
の
理
解
を
促
す
と
と
も

に
、
事
業
の
検
証
・
改
善
に

一
刻
も
早
く
取
組
み
、
よ
り

費
用
対
効
果
の
あ
る
事
業
へ

の
推
進
を
図
る
。

質
問

地
元
企
業
へ
の
若
者

の
就
職
に
お
い
て
、「
弱
い
」

「
は
ぶ
て
る
」「
辛
抱
が
な
い
」

な
ど
と
の
理
由
に
よ
り
、
早

期
の
離
職
率
が
高
ま
っ
て
お

り
、
将
来
の
浜
田
市
を
非
常

質
問

中
期
財
政
計
画
に
よ

る
と
、
28
年
度
以
降
区
長
の

報
酬
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず

自
治
区
は
、
27
年
度
で
終
わ

り
か
。

答
弁

自
治
区
制
度
は
市
政

運
営
の
根
幹
で
あ
り
、
議
員

や
市
民
の
声
を
伺
い
慎
重
に

検
討
す
る
。

質
問

地
域
協
議
会
の
役
割

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁

地
域
住
民
の
声
が
行

政
施
策
反
映
で
き
必
要
で
あ

り
、
自
治
区
制
度
の
あ
り
方

と
と
も
に
検
討
す
る
。

質
問

ま
ち
づ
く
り
総
合
交

付
金
制
度
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁

過
疎
法
の
延
長
の
動

き
が
あ
り
、
そ
の
動
向
に
注

視
し
て
お
り
、
財
源
措
置
が

な
く
な
れ
ば
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
り
見
直
し
が
必
要
に

な
る
。

質
問

中
山
間
地
域
で
は
高

齢
者
が
現
役
で
あ
り
、
主
役

農
業
現
場
で
は
、
農
地
の
維

質
問

昨
年
と
今
年
の
低
空

飛
行
の
観
測
状
況
を
問
う
。

答
弁

11
年
は
１
２
２
件
、

12
年
は
５
月
末
現
在
１
３
７

件
で
あ
る
。
昨
年
の
11
月
に

米
海
兵
隊
岩
国
航
空
基
地
司

令
官
、
駐
日
米
国
大
使
館
等

に
低
空
飛
行
訓
練
中
止
の
要

請
文
を
送
付
し
た
。

質
問

５
月
15
日
に
開
催
さ

れ
た
「
石
見
地
区
在
日
米
軍

機
飛
行
騒
音
等
対
策
連
絡

会
」
の
協
議
内
容
を
問
う

答
弁

情
報
・
意
見
交
換
を

行
い
、
県
か
ら
は
、
国
等
へ

の
要
請
は
連
携
し
て
行
う
こ

と
や
、
騒
音
測
定
器
は
県
が

購
入
し
、
市
町
へ
貸
与
す
る

こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
た
。

質
問

今
後
の
課
題
認
識
を

問
う
。

答
弁

地
道
な
要
請
活
動
の

継
続
と
あ
わ
せ
、
近
隣
市
町

や
県
、
中
国
地
方
な
ど
、
よ

り
広
域
の
自
治
体
と
連
携
し

て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
解
決

に
危
惧
し
て
い
る
。

　

た
く
ま
し
い
浜
田
っ
子
に

育
て
る
べ
く
、「
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育
の
強
化
に
取
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
授
業
」
の

取
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

指
摘
の
「
挨
拶
運
動
」
も
、

市
役
所
内
で
積
極
的
に
推
進

し
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域
行

事
参
加
も
、
学
校
側
か
ら
で

き
る
限
り
促
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
適
正
な
生
活
保
護
の
受
給

○
通
学
路
の
安
全
安
心
対
策

○｢

は
ま
婚｣

の
支
援
体
制

持
、
集
落
の
維
持
に
苦
労
を

し
て
い
る
。
中
山
間
地
域
の

農
業
を
支
援
す
る
援
農
隊
の

よ
う
な
制
度
を
検
討
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
弁

農
作
業
等
を
支
援
す

る
し
く
み
作
り
に
つ
い
て
研

究
す
る
。

質
問

縁
側
喫
茶
「
都
川
の

里
」
棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た

都
川
棚
田
の
農
村
景
観
・
地

域
文
化
の
継
承
す
る
手
法
は
。

答
弁

地
域
再
生
活
性
化
事

業
を
展
開
す
る
な
か
で
、
地

域
の
声
で
実
現
し
た
。
地
域

の
声
を
聞
き
全
面
的
に
支
援

す
る
。

は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

わ
た
し
は
、
旭
自
治

区
長
が
昨
年
９
月
に
撮
影
さ

れ
た
低
空
飛
行
写
真
を
も
と

に
現
地
測
量
を
行
い
、
木
田

小
学
校
付
近
で
は
２
０
０
数

十
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
飛
行

し
た
と
推
定
さ
れ
る
結
果
を

得
た
。

　

今
後
、
浜
田
市
が
さ
き
が

け
と
し
て
飛
行
高
度
を
算
出

し
、
そ
れ
を
も
と
に
、
県
や

県
議
会
等
と
も
連
携
し
、
国

に
要
請
活
動
を
行
う
こ
と
を

提
案
す
る
が
ど
う
か
。

答
弁

夏
に
開
く
連
絡
会
の

議
題
に
上
げ
、
検
討
す
る
。

答　
費
用
対
効
果
の
あ
る

　
　

事
業
に
取
組
む

答　
市
政
の
根
幹
で
あ
り

　
　

慎
重
に
検
討
す
る

答　
今
夏
開
催
の
連
絡
会
で

　
　

検
討
す
る
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江
角　

敏
和　
議
員

牛
尾　
　

昭　
議
員

川
神　

裕
司　
議
員

自
治
区
制
度
の
発
展
的
検
証
を

浜
田
市
の
成
長
戦
略
の
要
は

　
　
　
　

海
外
遊
客
政
策
で
あ
る
！

障
が
い
者
雇
用
推
進
は

　
　
　
　

優
し
い
町
の
必
須
条
件

質
問

「
こ
の
制
度
を
10
年

以
上
定
着
さ
せ
る
た
め
に
…
」

と
の
会
長
見
解
（
合
併
協
議

会
）
か
ら
し
て
、
自
治
区
制

度
は
10
年
以
上
も
続
く
と
認

識
す
る
が
、
そ
の
考
え
は
。

答
弁

条
例
で
「
当
面
10
年
」

と
し
て
お
り
、
い
ず
れ
に
し

て
も
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

質
問

基
金
は
、
10
年
以
降

も
自
治
区
事
業
に
充
当
す
る

と
い
う
前
提
が
な
い
と
、
大

胆
な
制
度
議
論
が
進
ま
な
い

の
で
は
な
い
か
。

答
弁

そ
の
点
は
、
十
分
認

識
し
議
論
を
行
い
た
い
。

質
問

ま
ち
づ
く
り
の
展
望

か
ら
、
制
度
を
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁

財
政
状
況
等
の
課
題

を
前
提
に
し
な
が
ら
、
中
心

部
と
周
辺
部
が
補
完
で
き
る

制
度
設
計
を
目
指
し
た
い
。

質
問

制
度
の
考
察
の
あ
り

方
は
。

答
弁

本
庁
・
支
所
体
制
は
、

質
問

２
０
２
０
年
に
は
、

ア
ジ
ア
新
興
国
の
中
間
層
が

23
億
人
を
超
え
る
。
中
国
友

好
都
市
真
如
鎮
を
起
点
と
し

た
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
中
国

語
版
を
県
や
広
島
な
ど
と
共

同
し
、制
作
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政
策

の
友
好
都
市
関
連
は
重
要
で

あ
り
、
県
と
協
議
し
広
島
な

ど
他
都
市
と
も
連
携
し
た
い
。

質
問

虹
の
大
使
や
県
立
大

Ｏ
Ｂ
に
呼
び
か
け
、
浜
田
市

応
援
団
を
中
国
で
作
っ
て
は
。

答
弁

県
立
大
や
関
係
者
と

協
議
し
検
討
し
た
い
。

質
問

か
な
ぎ
ウ
ェ
ス
タ
ン

ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
に
つ

い
て
外
部
委
員
を
入
れ
た
検

討
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
な

い
が
、
議
会
軽
視
で
は
な
い

か
。

答
弁

申
し
訳
な
い
。
今
、

開
催
協
議
を
し
て
お
り
、
速

や
か
に
立
ち
上
げ
た
い
。

質
問

ブ
ー
タ
ン
王
国
と
友

質
問

今
回
民
間
・
行
政
組

織
の
障
が
い
者
法
定
雇
用
率

が
そ
れ
ぞ
れ
2.0
％
、
2.3
％
と

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
当
市
も
こ
の
数
字

を
ク
リ
ア
す
る
と
と
も
に
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
の
た
め
に
も
積
極
的
に

障
が
い
者
就
労
の
受
け
皿
と

し
て
機
能
す
べ
き
で
は
な
い

か
所
見
を
聞
き
た
い
。

答
弁

障
が
い
者
が
い
き
い

き
と
就
労
で
き
る
環
境
整
備

は
重
要
で
あ
る
。
正
規
職
員

の
障
が
い
者
枠
採
用
は
、
こ

れ
ま
で
４
度
の
採
用
試
験
を

実
施
し
３
名
の
採
用
実
績
が

あ
る
。

　

現
在
は
実
施
し
て
お
ら
ず

今
後
は
正
規
職
員
の
障
が
い

者
枠
採
用
や
嘱
託
職
員
等
の

障
が
い
者
雇
用
の
機
会
拡
大

に
向
け
取
組
ん
で
い
く
。

質
問

本
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
た「
児
童
手
当
法
」

に
お
い
て
も
保
護
者
の
同
意

平
成
27
年
度
を
目
標
に
「
支

所
３
部
門
化
」
を
示
し
た
。

　

地
域
振
興
基
金
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
均
衡
を
図
る
観

点
か
ら
、
基
金
事
業
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
。
28
年
度
以

降
は
、
主
要
事
業
の
位
置
づ

け
と
地
域
振
興
基
金
の
取
扱

い
に
つ
い
て
本
年
度
か
ら
検

討
す
る
。

　

地
域
協
議
会
と
自
治
区
長

は
、
今
後
整
理
す
べ
き
最
重

要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問

制
度
の
「
検
討
チ
ー

ム
」
発
足
の
考
え
は
。

答
弁

設
置
の
必
要
性
を
認

識
し
て
お
り
検
討
す
る
。

好
提
携
し
、
室
谷
に
ブ
ー
タ

ン
文
化
村
を
作
っ
て
は
。

答
弁

大
き
な
宣
伝
効
果
が

あ
り
、
ブ
ー
タ
ン
王
国
の
意

向
を
聞
き
検
討
し
た
い
。

質
問

震
災
が
れ
き
の
広
域

処
理
は
、コ
ス
ト
増
と
聞
く
。

特
産
品
購
入
な
ど
を
市
と
議

会
が
共
同
し
て
行
い
、
被
災

地
支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

気
仙
沼
市
を
中
心
に

検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
政
府
の
節
電
要
請
の
市
民

生
活
へ
の
影
響
は
？

を
得
て
、
児
童
手
当
か
ら
未

納
の
給
食
費
等
を
納
付
で
き

る
と
さ
れ
て
い
る
。
当
市
は

実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
給

食
費
未
納
問
題
の
対
処
策
に

関
し
て
聞
き
た
い
。

答
弁

未
納
額
は
、
平
成
23

年
度
末
に
約
４
０
０
万
円
で

あ
る
。
対
策
と
し
て
は
個
別

面
談
や
未
納
明
細
書
の
送
付

等
、
各
学
校
で
取
組
ん
で
い

る
。

　

児
童
手
当
か
ら
の
納
付
は

県
内
で
実
施
し
て
い
る
他
市

を
参
考
に
検
討
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
公
平

性
の
観
点
か
ら
学
校
と
教
育

委
員
会
が
連
携
し
て
取
組
ん

で
い
き
た
い
。

答　
市
が
良
く
な
る
立
場
で

　
　

検
証
す
る

答　
県
と
一
緒
に
取
組
た
い

答　
障
が
い
者
雇
用
の

　
　

機
会
拡
大
に
向
け
取
組
む
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▲桜ヶ丘町内買い物ツアー

▲生湯町にある中間処理施設

芦
谷　

英
夫　
議
員

西
田　

清
久　
議
員

山
田　

義
喜　
議
員

待
っ
た
な
し
地
域
交
通
の
便

　
　
　
　

切
実
な
住
民
の
声

合
併
特
例
期
限
切
れ
後
の

　
　

財
政
見
通
し
に
危
機
感
を

震
災
が
れ
き
の
受
入
れ
は
慎
重
に

質
問

交
通
空
白
地
域
の
解

消
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁

最
寄
り
の
バ
ス
停
か

ら
５
０
０
ｍ
以
上
離
れ
、
交

通
手
段
の
な
い
交
通
空
白
地

域
は
市
内
に
53
集
落
あ
る
。

そ
の
解
消
に
向
け
既
存
サ
ー

ビ
ス
拡
充
や
タ
ク
シ
ー
補
助

制
度
導
入
な
ど
検
討
し
た
い
。

質
問

大
谷
三
隅
線
の
分
断

の
影
響
と
地
域
要
望
を
問
う
。

答
弁

ひ
ゃ
こ
る
バ
ス
は
三

隅
を
経
由
し
浜
田
方
面
へ
は

時
間
が
か
か
る
。
井
野
地
区

の
高
校
生
や
高
齢
者
な
ど
の

通
学
や
通
院
に
影
響
が
出
て

お
り
、
地
域
や
交
通
事
業
者

と
解
決
策
を
検
討
し
た
い
。

質
問

桜
ヶ
丘
町
内
の
買
い

物
ツ
ア
ー
の
評
価
を
問
う
。

答
弁

桜
ヶ
丘
町
内
か
ら
タ

ク
シ
ー
で
週
１
回
ス
ー
パ
ー

を
往
復
し
て
お
り
、
安
心
の

買
い
物
、
買
う
楽
し
み
、
交

流
の
場
な
ど
評
価
さ
れ
て
い

る
。
地
域
主
体
の
取
組
で
今

質
問

平
成
28
年
度
以
降
の

財
政
見
通
し
は
、
段
階
的
に

加
速
度
が
つ
い
て
大
変
厳
し

い
状
況
が
見
込
ま
れ
る
。
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
の
必
要

性
と
決
意
は
。

答
弁

普
通
交
付
税
の
合
併

算
定
替
え
の
視
点
に
沿
っ

た
「
公
共
財
の
適
正
化
」
な

ど
を
含
め
、
持
続
可
能
な
財

務
体
質
へ
の
転
換
を
図
る
べ

く
、
聖
域
の
な
い
徹
底
し
た

見
直
し
が
必
要
。
ま
ず
は
平

成
24
年
度
か
ら
順
次
職
員
へ

の
研
修
を
重
ね
、
改
革
に
向

け
た
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て

い
る
。

質
問

将
来
の
財
源
不
足
の

た
め
に
は
、
自
主
財
源
を
上

げ
る
た
め
の
思
い
切
っ
た
施

策
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見

は
。

答
弁

行
財
政
改
革
実
施
計

画
に
お
い
て
も
、
受
益
者
負

担
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
使

用
料
及
び
手
数
料
の
見
直
し
、

質
問

市
長
は
、
早
い
時
期

か
ら
震
災
が
れ
き
の
受
入
れ

を
表
明
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ

う
な
条
件
が
整
え
ば
受
入
れ

る
の
か
。

答
弁

が
れ
き
の
安
全
が
担

保
さ
れ
、
放
射
線
測
量
等
の

検
証
に
よ
り
、
市
民
の
安
全

が
確
保
で
き
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
理
解
を
得
ら
れ
る
こ

と
が
前
提
と
な
る
。

　

ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
等
の
保

管
場
所
の
確
保
や
施
設
ま
で

の
輸
送
方
法
、
そ
し
て
処
理

に
係
る
安
全
性
の
確
保
の
た

め
焼
却
施
設
、
埋
立
施
設
の

改
修
な
ど
、
ハ
ー
ド
面
に
つ

い
て
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る

必
要
が
あ
る
。

質
問

被
災
地
支
援
に
協
力

し
た
い
気
持
ち
が
あ
り
な
が

ら
、
受
入
れ
に
つ
い
て
の
判

断
に
迷
い
が
あ
る
の
は
放
射

性
物
質
に
対
す
る
懸
念
が
大

き
く
、
国
が
示
す
安
全
基
準

が
信
用
で
き
な
い
か
ら
で
は

後
の
施
策
に
活
用
し
た
い
。

質
問

山
陰
道
三
隅
益
田
道

路
、
福
井
臨
港
道
路
着
手
に

対
す
る
評
価
を
問
う
。

答
弁

高
速
道
路
は
つ
な

が
っ
て
こ
そ
機
能
を
発
揮
す

る
と
い
う
、
地
方
の
主
張
が

中
央
に
つ
な
が
り
評
価
し
て

い
る
。
浜
田
港
の
拠
点
港
指

定
、
臨
港
道
路
の
事
業
着
手

は
港
湾
利
用
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
。
官
民
挙
げ
た
要
望

活
動
の
成
果
で
あ
り
、
関
係

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

○
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

設
置
の
検
討

市
税
収
入
の
確
保
や
市
有
財

産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

目
標
を
掲
げ
取
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
予
算
措
置
に
お
い

て
も
、
雇
用
拡
大
に
つ
な
が

る
企
業
支
援
や
リ
シ
ッ
プ
事

業
な
ど
、
水
産
業
を
は
じ
め

と
す
る
産
業
振
興
に
重
き
を

置
い
て
編
成
に
努
め
て
い
る
。

質
問

事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が
思
い
切
っ

て
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁

「
一
般
経
費
」
に
つ

い
て
は
、
各
部
に
財
源
枠

「
シ
ー
リ
ン
グ
」
を
提
示
し
、

そ
の
枠
内
で
事
業
の
新
陳
代

謝
を
図
っ
て
い
る
。

な
い
の
か
。

　

絶
対
に
安
全
だ
と
言
い
切

れ
な
い
問
題
だ
け
に
、
慎
重

な
取
扱
い
を
要
請
す
る
。

答
弁

現
在
、島
根
県
で
は
、

さ
ら
に
厳
し
い
基
準
の
策
定

を
検
討
中
で
あ
り
、
浜
田
市

も
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
基
準
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

安
全
・
安
心
が
確
保
で
き

る
こ
と
を
住
民
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上

で
、
受
入
れ
が
で
き
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

答　
地
域
に
即
し
た

　
　

交
通
手
段
を
確
保

答　
聖
域
の
な
い
徹
底
し
た

　
　

見
直
し
が
必
要

答　
市
民
の
理
解
が
前
提
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平
石　
　

誠　
議
員

笹
田　
　

卓　
議
員

布
施　

賢
司　
議
員

水
産
課
は
浜
田
漁
港
の

公
設
市
場
へ
移
転
す
べ
き
！

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
成
す

　
　
　
　

町
内
会
活
動
の
支
援
を

歴
史
が
埋
も
れ
る

　
　
　

浜
田
城
を
攻
略
せ
よ
！

質
問

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹

と
な
る
町
内
会
等
の
組
織

は
、
高
齢
化
や
地
域
の
特
性

等
か
ら
、
活
動
に
温
度
差
が

生
じ
て
い
る
。
組
織
再
編
等

の
対
策
や
支
援
策
を
講
じ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

活
動
事
例
の
紹
介
や

「
ま
ち
づ
く
り
総
合
交
付
金
」

の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
活

性
化
に
繋
げ
る
。
組
織
再
編

は
地
域
の
自
主
性
を
尊
重
し

た
い
。

質
問

昨
年
度
の
「
ま
ち
づ

く
り
総
合
交
付
金
」
の
交
付

状
況
や
課
題
、
制
度
活
用
の

浸
透
に
向
け
た
取
組
は
。

答
弁

市
内
１
４
７
団
体
に

対
し
、
約
１
億
８
百
万
円
を

交
付
し
た
。
未
交
付
団
体
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
の

周
知
徹
底
や
理
解
度
向
上
に

努
め
る
。

質
問

ま
ち
づ
く
り
の
支
援

に
は
、
市
職
員
の
積
極
的
な

地
域
活
動
へ
の
参
加
や
、「
ア

質
問

観
光
振
興
課
が
Ｊ
Ｒ

浜
田
駅
へ
移
転
し
た
よ
う

に
、
現
場
第
一
の
観
点
か
ら

水
産
課
も
浜
田
漁
港
に
あ
る

公
設
市
場
へ
移
転
す
べ
き
だ

と
考
え
る
。
北
海
道
小
樽
市

や
神
奈
川
県
小
田
原
市
な
ど

が
、
公
設
市
場
に
水
産
課
を

設
置
し
て
い
る
。
浜
田
市
も

公
設
市
場
へ
移
転
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
弁

先
進
事
例
が
あ
る
な

ら
公
設
市
場
へ
の
移
転
は
可

能
と
考
え
る
。
来
年
度
に
は

良
い
形
で
移
転
を
検
討
す
る
。

質
問

市
の
一
つ
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
浜
田
城
跡
。
城
跡

が
あ
る
城
山
は
都
市
公
園
の

指
定
地
で
も
あ
る
が
整
備
・

保
存
が
想
う
よ
う
に
で
き
て

い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁

文
化
財
や
保
安
林
、

自
然
公
園
等
の
指
定
が
重
複

し
、
五
つ
の
課
と
島
根
県
が

関
係
し
て
い
て
、
各
法
令
に

係
る
許
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
。
整
備
・
保
存
に
は
横

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
分

担
、
協
力
し
て
対
処
し
て
い

る
が
、十
分
と
は
い
え
な
い
。

ド
バ
イ
ザ
ー
」の
派
遣
、専
門

部
署
の
新
設
等
が
必
要
で
は
。

答
弁

「
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
」
や
「
ま
ち
づ
く
り

総
合
交
付
金
」
に
関
す
る
職

員
研
修
会
を
開
催
し
、
地
域

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

意
識
の
醸
成
を
図
り
た
い
。

　
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」に
つ
い

て
は
、
国
や
県
の
制
度
を
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
地
域

の
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

　

専
門
部
署
の
新
設
は
考
え

て
い
な
い
が
、
今
後
は
公
民

館
活
動
と
の
連
携
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
の
で
、
さ
ら
な

る
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

た
い
。

質
問

中
学
部
活
動
は
中
学

に
よ
っ
て
、
選
択
の
格
差
が

大
き
い
。
ま
た
今
後
、
部
活

動
が
あ
っ
て
も
試
合
が
で
き

な
い
運
動
部
も
出
て
く
る
。

社
会
体
育
活
動
を
准
部
活
動

と
し
て
容
認
す
る
な
ど
、
近

隣
校
の
合
同
部
活
動
を
行
え

る
環
境
を
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
弁

中
学
校
に
よ
っ
て
、

選
択
の
格
差
が
大
き
い
の
は

理
解
し
て
い
る
。
社
会
体
育

活
動
の
准
部
活
動
化
に
つ
い

て
は
、
前
向
き
に
検
討
す

る
。
近
隣
校
の
合
同
部
活
動

に
つ
い
て
は
、
移
動
手
段
や

学
校
行
事
な
ど
課
題
も
多

く
、
東
京
都
八
王
子
市
な

ど
、
先
進
地
の
状
況
な
ど
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
調
査
・

研
究
を
し
て
い
く
。

質
問

城
山
公
園
に
公
衆
ト

イ
レ
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答
弁

昭
和
36
年
よ
り
設
置

し
て
い
た
が
、
老
朽
化
で
維

持
管
理
が
難
し
く
な
り
、
平

成
20
年
に
撤
去
し
た
。
ト
イ

レ
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

質
問

魅
力
を
情
報
発
信
し

て
、
集
客
で
き
る
観
光
地
に

是
非
と
も
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
方
法
と
し
て
Ｐ
Ｒ
や

案
内
看
板
、目
印
の
大
幟
設

置
、
新
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作

成
、
多
機
能
機
器
利
用
、
カ

ル
チ
ャ
ー
バ
ス
運
行
、
多
様

な
イ
ベ
ン
ト
、
駅
鈴
に
よ
る

伊
勢
松
坂
市
と
の
文
化
交
流

等
、
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

答
弁

多
様
で
斬
新
な
ア
イ

デ
ィ
ア
を
検
討
し
て
い
く
。

答　
ま
ち
づ
く
り
総
合
交
付
金
の

　
　

浸
透
に
努
め
る

答　
多
様
で
斬
新
な

　
　

ア
イ
デ
ィ
ア
を
検
討
す
る

▲地域行事の実施により
　活性化を図る

答　
来
年
度
に
は
良
い
形
で

　
　

移
転
を
検
討
す
る

水産課は市場へ！

浜っ子たちに未来を！

▲浜田城跡（石垣）

▲標石
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15
名
が
論
戦

15

佐
々
木
豊
治　
議
員

岡
本　

正
友　
議
員

新
田　

勝
己　
議
員

施
設
の
有
効
活
用
の
た
め

　
　
　
　
「
施
設
白
書
」
作
成
を
！

結
婚
し
な
い
で
き
な
い

　
　

若
者
が
増
え
て
い
る
が
？

新
シ
ス
テ
ム
の
総
合
こ
ど
も
園
と
は
？

質
問

合
併
算
定
替
え
の
28

年
度
以
降
、
財
政
運
営
が
厳

し
く
な
る
な
か
で
、
老
朽
化

し
て
い
く
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
取

組
む
か
は
、
非
常
に
重
要
な

テ
ー
マ
に
な
る
。
施
設
の
実

態
を
把
握
し
、
情
報
を
開
示

す
る
た
め
の
「
施
設
白
書
」

を
作
成
し
、
今
後
の
施
設
の

有
効
活
用
に
取
組
む
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答
弁

今
後
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
と
財
政
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
公
共
施
設

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
・

推
進
は
重
要
と
認
識
す
る
。

　

そ
の
た
め
の
資
料
と
な
り
、

施
設
の
実
態
を
把
握
し
、
適

正
な
管
理
を
し
て
い
く
た
め

の
「
施
設
白
書
」
の
取
組
は
、

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
、

先
進
自
治
体
の
取
組
を
参
考

に
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
化
す
る
な
か

町
内
活
動
維
持
の
対
策
は
？

質
問

浜
田
市
の
少
子
化
の

現
状
と
要
因
、
そ
し
て
女
性

の
定
住
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

要
因
と
し
て
若
い
世

代
の
人
口
減
少
と
経
済
的
な

不
安
が
影
響
し
て
い
る
と
考

え
る
。
当
市
の
出
生
率
は
昭

和
29
年
を
ピ
ー
ク
に
現
在
は

約
３
割
に
減
少
し
、
生
涯
未

婚
率
は
男
性
23
％
、
女
性

7.1
％
の
状
況
。
女
性
の
転
出

が
男
性
の
２
倍
で
あ
る
。

質
問

当
市
に
お
い
て
20
～

44
歳
の
未
婚
の
男
女
の
差
か

ら
、
１
２
３
１
人
の
男
性
が

結
婚
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

成
婚
率
は
20
代
で
は
男
性
の

５
人
に
１
人
、
女
性
２
人
に

１
人
。
30
～
34
歳
は
男
性
２

人
に
１
人
、
女
性
は
７
人
に

１
人
。
35
～
39
歳
は
男
女
共

10
人
に
１
人
。
40
～
45
歳
は

男
女
共
20
人
に
１
人
と
い
う

状
況
で
、
そ
の
原
因
に
は
見

合
い
や
職
場
等
の
出
会
い
が

激
減
し
て
い
る
背
景
が
あ
る
。

質
問

新
シ
ス
テ
ム
は
、現

在
、
市
町
村
が
実
施
義
務
を

負
っ
て
い
る
制
度
か
ら
、
利

用
者
補
助
方
式
・
直
接
契
約

方
式
に
変
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

幼
保
一
体
化
の
総
合
こ
ど

も
園
と
は
。

答
弁

新
シ
ス
テ
ム
の
総
合

こ
ど
も
園
は
、
幼
稚
園
機
能

と
保
育
所
を
併
せ
持
つ
施
設

で
、学
校
教
育
・
保
育
と
家
庭

で
の
養
育
支
援
を
提
供
す
る
。

質
問

保
育
の
必
要
性
の
認

定
は
。

答
弁

国
が
定
め
て
い
る

「
事
由
、
区
分
、
優
先
利
用

に
関
す
る
認
定
基
準
」
に
よ

り
市
が
審
査
す
る
。
事
由

は
、
就
労
の
有
無
。
区
分

は
、
保
育
の
必
要
量
を
長
、

短
時
間
利
用
に
設
定
す
る
。

質
問

集
団
登
校
で
悲
惨
な

事
故
が
全
国
で
相
次
い
だ
。

全
校
に
安
全
確
保
の
点
検
が

出
さ
れ
た
が
、そ
の
内
容
は
。

答
弁

各
小
中
学
校
長
に
指

質
問

高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
な
ど
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
総
合
交
付
金
を
活
用
し

た
町
内
活
動
が
維
持
で
き
な

い
地
域
に
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

答
弁

ひ
と
つ
の
対
策
と

し
て
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
用
も
あ
る
と
考
え

る
。

そ
の
他
の
質
問

○
県
産
材
を
活
か
し
た
木
造

住
宅
支
援
事
業
の
助
成
が
、

半
額
に
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

結
婚
し
な
い
、
で
き
な
い

若
者
の
婚
活
の
取
組
と
就
業

環
境
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁

婚
活
の
取
組
は
民
間

団
体
に
、
補
助
金
を
交
付
し

て
支
援
を
し
て
い
る
。
就
業

環
境
に
つ
い
て
未
婚
男
性
の

雇
用
形
態
や
賃
金
水
準
が
低

い
状
況
が
あ
り
、
当
市
の
未

婚
化
も
そ
の
一
因
で
あ
る
と

考
え
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
雇
用
創
出
の
地
域
産
業
を

活
性
さ
せ
る
支
援
策
は
。

　

①
業
種
転
換
支
援

　

②
浜
田
港
貿
易
振
興

示
し
、
点
検
項
目
は
交
通
、

増
水
、
不
審
者
等
に
よ
る
危

険
箇
所
と
各
学
校
で
作
成
の

安
全
マ
ッ
プ
の
再
点
検
を

行
っ
て
お
り
、
児
童
生
徒
に

交
通
安
全
指
導
の
徹
底
と
危

険
箇
所
は
保
護
者
に
も
周
知

し
て
い
る
。

質
問

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
の
現
状
は
。

答
弁

子
ど
も
見
守
り
隊
等

「
浜
田
市
子
ど
も
安
全
連
絡

協
議
会
」
を
設
置
し
、
通
学

路
の
安
全
確
保
や
緊
急
時
の

連
絡
体
制
の
確
認
を
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

○
農
業
の
新
規
就
農
支
援

答　
有
効
な
手
段
で
あ
り

　
　

検
討
し
て
い
く

答　
未
婚
化
・
晩
婚
化
は

　
　

雇
用
低
収
入
も
一
因

▲老朽化した学校施設▲

▲婚活サロンの活動状況

答　
学
校
教
育
・
保
育
・
家
庭
で
の

　
　

養
育
支
援
を
提
供
す
る
施
設

▲市内の認定こども園
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縁
側
喫
茶「
都
川
の
里
」

は
、５
月
か
ら
11
月
の
第
一
・

第
三
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
、

都
川
の
特
色
を
色
濃
く
紹
介

し
た
い
と
考
え
、４
戸
の
方

が
縁
側
を
開
放
し
、各
家
で

用
意
し
た「
お
も
て
な
し
」の

お
茶
な
ど
で
、た
お
や
か
な

時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い

と
い
う
想
い
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。毎
回
、県
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

先
人
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
農
村
景
観
や
地
域

文
化
は
、地
域
の
誇
り
で
あ

り
、浜
田
市
の
財
産
で
も
あ

り
ま
す
。こ
の
財
産
を
活
性

化
に
結
び
付
け
る
の
が
地
域

力
で
あ
り
、こ
れ
ら
の
地
域

文
化
を
将
来
に
わ
た
り
継
承

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
記　

田
畑　

敬
二
）

【
編
集
委
員
】

田
畑　

敬
二　

委
員
長

岡
本　

正
友　

副
委
員
長

笹
田　
　

卓　

委
員

布
施　

賢
司　

委
員

佐
々
木
豊
治　

委
員

西
田　

清
久　

委
員

三
浦　

保
法　

委
員

山
田　

義
喜　

委
員

牛
尾　
　

昭　

委
員

美
浦　

美
樹　

委
員

　

当
委
員
会
で
は
、

５
月
７
日
に
佐
賀
県

嬉
野
市
議
会
を
、
５

月
８
日
は
佐
賀
市
議

会
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

今
視
察
の
調
査
事

項
は
、
①
議
会
広
報

紙
の
取
組
、
②
議
会

報
告
会
に
関
連
し
た

議
会
広
報
紙
の
編

集
、の
２
点
で
、そ
れ

ぞ
れ
議
会
広
報
の
作

成
担
当
議
員
か
ら
、

詳
し
い
説
明
を
受
け

　

当
委
員
会
で
は
、
内
部
議

論
だ
け
で
は
な
く
、
議
会
改

革
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

る
先
進
市
の
取
組
状
況
を
調

査
し
、
今
後
の
議
論
の
参
考

に
す
る
た
め
２
市
の
先
進
地

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
分
市
は
、
人
口
47
万
３

９
５
５
人
、
議
員
定
数
は
46

人
で
、
次
の
２
点
の
事
項
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
調

査
事
項
の
１
点
目
、
議
員
定

数
問
題
に
関
す
る
市
民
と
の

意
見
交
換
会
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、
浜
田
市
議
会
が
初

め
て
実
施
し
た
「
議
会
報
告

会
」
の
形
式
で
は
な
く
、
市

文
字
の
詰
め
込
み
を
避
け
、

文
字
の
サ
イ
ズ
や
余
白
、
ま

た
写
真
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を

工
夫
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
は

も
ち
ろ
ん
、
小
学
生
の
児
童

さ
ん
た
ち
に
も
読
ん
で
い
た

だ
け
る
内
容
や
紙
面
づ
く
り

に
努
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
市
議
会
と
し
て
も
、
ま

ず
は
誰
に
で
も
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
向
け
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
報
告
会
に
関

連
し
た
広
報
紙
の
編
集
は
、

報
告
会
開
催
の
際
、
各
会
場

か
ら
出
さ
れ
た
市
民
の
声
を

整
理
し
、
出
さ
れ
た
意
見
や

民
と
の
意
見
交
換
会
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
形
で
議
会

の
活
動
を
市
民
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
取
組
を
進
め
ら
れ

て
お
り
、
市
内
13
箇
所
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
意
見
交
換
会
周
知
用
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
作
成

し
、
議
員
自
ら
街
頭
で
配
布

す
る
な
ど
、
周
知
方
法
に
創

意
工
夫
の
跡
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

　

調
査
事
項
の
２
点
目
、
議

員
政
策
研
究
会
は
、
政
策
課

題
を
募
集
し
、
応
募
議
員
か

ら
趣
旨
説
明
、
そ
の
議
会
運

営
委
員
会
を
経
て
研
究
テ
ー

マ
を
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
議
員
か

ら
は
、
市
民
意
見
交
換
会
に

お
け
る
集
客
方
法
や
議
員
定

数
の
削
減
に
関
し
質
問
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

臼
杵
市
は
、
人
口
４
万
３

１
５
８
人
、
議
員
定
数
は
23

人
で
、
次
の
２
点
の
事
項
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。。

調
査
事
項
の
１
点
目
、
議
員

定
数
問
題
の
取
組
に
関
し
て

は
、
特
別
委
員
会
で
検
討
を

重
ね
て
き
た
が
前
回
選
挙
に

お
い
て
も
無
投
票
と
い
う
背

景
が
定
数
削
減
を
加
速
さ
せ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

調
査
事
項
の
２
点
目
、
政

策
討
論
会
の
取
組
に
関
し
て

は
、
合
併
後
市
長
提
案
の

「
四
位
一
体
の
健
全
な
響
働

体
づ
く
り
」
を
契
機
に
、
議

会
か
ら
提
案
し
、
議
員
が
自

由
に
出
し
た
意
見
に
よ
り

テ
ー
マ
を
決
定
し
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
先
進
市

の
事
例
は
大
変
参
考
に
な

り
、
さ
ら
に
議
会
改
革
を
推

進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

痛
感
し
た
視
察
で
し
た
。

　

(

特
別
委
員
長

　

川
神　

裕
司)

要
望
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
グ
ラ
フ
化
す

る
な
ど
、
創
意
工
夫
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
当
市

議
会
と
し
て
も
、「
い

か
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
か
」
と
い
う
視
点
に

こ
だ
わ
り
続
け
て
い
き

ま
す
。

(

特
別
委
員
長田畑　

敬
二)

▲佐賀県嬉野市議会での視察のようす

▲臼杵市議会で調査事項の説明を聞く

議会広報広聴調査特別委員会

議員定数等議会改革
推進特別委員会

ま
し
た
。

　

説
明
の
な
か
で
、
広
報
紙

の
編
集
に
重
要
な
こ
と
は
、

特
別
委
員
会
　

視
察
報
告


